
	 

様式Ｃ－１９	 

	 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書	 
平成 25 年 6 月 5 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
大規模テキストから言語知識を自動獲得し、言語解析の精度向上に利用する研究を行った。
大規模 Web テキストや Wikipedia から、語と語の類似度計算、事態(イベント)間の関係、
同義語・上位語に関する大規模語彙知識などの言語知識を自動獲得し、獲得した言語知識
を統一的・整合的に管理した。また、獲得した言語知識をテキスト含意認識システムや固
有表現解析システムの精度向上に利用した。 
研究成果の概要（英文）： 
This research aims to acquire linguistic knowledge from a large text, and utilize it for 
improving the accuracy of linguistic analysis. The linguistic knowledge acquired from a 
large Web text and Wikipedia includes the similarity between words, knowledge 
between events, and a large-scale lexical knowledge such as synonym and hypernym, 
and it is managed in integrated and consistent manner. Furthermore, the acquired 
linguistic knowledge was utilized for improving the accuracy of linguistic analysis such 
as textual entailment recognition and named entity recognition. 
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１．研究開始当初の背景 
10 年ほど前は、言語解析の精度が十分でなか
ったため、知識獲得と言語解析のデッドロッ
クが生じていた。つまり、知識が少ないため、
言語解析を高精度に行なうことができず、ま
た、言語解析の精度が低いため十分な知識を
自動獲得することができなかった。しかし、
近年の計算機性能の向上と大規模テキスト
の利用により、自然言語処理の基本的な解析

の精度が向上してきている。これに伴い、言
語解析に必要な知識を獲得することが徐々
に行なえるようになってきた。 
新聞テキストに対する基本的な解析は十分
な精度をあげられるようになったが、近年の
ウェブの爆発的普及により、自然言語処理の
対象は新聞からウェブテキストに移行して
きており、ウェブテキストには人手で整備し
た辞書には登録されていない未知語・新語な
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どが多数存在するため、新聞テキストを対象
とした場合に比べて精度が低下する。ウェブ
テキストを頑健に解析するためには語に関
する膨大な知識が必要となる。 
近年、大規模コーパスからの知識獲得がさか
んに研究されている。例えば、Lin は類似し
た文脈で現れる語同志は意味も類似してい
るという考えを用いて、シソーラスを自動構
築している[Lin1998]。また、Snow らは同
義・上位下位関係を大規模コーパスから獲得
し、人手で整備されたシソーラス(Wordnet)
のノードに未知語を自動登録している[Snow 
et al. 2006]。しかし、これらの知識は言語解
析に利用されているわけではない。 
本研究では、獲得する知識をより大規模・構
造化したものとし、様々な知識を統合的に利
用することによって、言語解析の精度を向上
させる。また、精度向上した解析器を用いて
更なる知識獲得を行なう。 
 
２．研究の目的 
(1)日本語数億ページや Wikipedia から言語
知識を自動獲得する。獲得する言語知識は語
と語の類似度計算、事態間の関係、同義語・
上位語に関する大規模語彙知識などである。 
 
(2)上記で獲得した言語知識を利用し、言語解
析の精度を向上させる。具体的には構文解析
や固有表現解析、テキスト含意認識の精度を
向上させる。 
 
(3) 高精度化した言語解析器を用いて再度大
規模テキストを解析し、更なる知識獲得を行
なう。そしてまた、言語解析の精度を向上さ
せる、といったサイクルを回すことにより、
言語解析、知識獲得ともに精度を向上させる。
その過程において、言語解析結果ならびに知
識獲得結果を検討し、検討結果をお互いにフ
ィードバックさせる。 
 
３．研究の方法 
(1)Web テキストから教師なしで言語知識を
獲得するには共起関係を利用する。例えば、
語と語の類似度は分布類似度という考えの
もとに計算される。分布類似度とは、類似し
た文脈で現れる語は意味も類似していると
いう考えに基づいて計算される語の類似度
である。例えば、「医者」と「医師」という
語はどちらも「～に診てもらう」、「～を開業
する」といった文脈でよく出現するので、こ
れらの 2語は類似していると考えることがで
きる。また事態間の関係については、例えば、
「財布を拾う」と「交番に届ける」の 2 つの
事態は「財布を拾って交番に届ける」などの
文においてよく共起することから、これらは
関連が強い事態であることを獲得すること
ができる。	 

 
(2)Wikipedia は幅広いドメインをカバーし
た百科事典であり、ここから同義語・上位語
に関する知識を獲得する。例えば、「京都大
学」と「京大」が同義語で、「エアドゥ」の
上位語が「航空会社」などの知識を獲得する
ことができる。	 
	 
(3)(1)(2)で獲得した知識を統一的・整合的
に管理し、形態素解析器・構文解析器で利用
可能なようにする。そして、構文解析や固有
表現解析、テキスト含意認識などで語彙知識
を利用することにより精度を向上させる。	 
	 
４．研究成果	 
(1)	 大規模テキストを用いた分布類似度計
算	 
各名詞に対して共起する動詞を大規模コー
パスから抽出し、例えば「医者」と「医師」
がどちらも「～が診察する」「～に診てもら
う」などといった動詞と共起することからこ
れらの 2語は類似しているといった分布類似
度を計算した。また、同様に、各動詞に対し
て共起する名詞を抽出し、「購入する」と「買
う」の分布類似度を計算した。評価セットを
用いて、コーパスサイズを大きくすればする
ほど精度が向上することを確認した。	 
また、「（景気が）冷え込む」と「（景気が）
悪化する」のように、述語単体では同義でな
いが文脈に依存して同義関係となる述語ペ
アを自動獲得する手法を提案した。格要素と
述語を組とした単位に対して、係り受け関係
にある述語を要素とした素性ベクトルを構
築し、分布類似度を計算することによって類
似度の高いペアを同義表現として獲得する。
自動生成した評価セットによる実験と人手
による評価実験を行なったところ提案手法
の有効性を示すことができた。また、コーパ
スから獲得した述語の同義関係を検索エン
ジン TSUBAKI に導入することにより、クエリ
と文書の柔軟マッチングを実現した。	 
	 
(2)事態間関係知識の自動獲得	 
「X｛人｝が	 Y{財布}を	 拾う	 =>	 X{人}が	 Y{財
布}を	 Z{警察}に	 届ける」のようなよく共起
する 2 つの事態（イベント）を大規模テキス
トから自動獲得した。まず、大規模テキスト
から係り受け関係にある述語項構造ペアを
抽出し、Apriori アルゴリズムにより述語項
構造の共起度を効率よく計算した。次に、共
起度が高い述語項構造に対して、格フレーム
を用いることにより、項の対応付けをとった。
大規模テキストから約 2万個の事態ペアを獲
得することができた。	 
	 
(3)Wikipedia からの大規模語彙の自動獲得	 
Wikipedia の記事から約 80 万語を獲得し、ま



た、語の同義語・上位語などの情報も合わせ
て獲得した。	 
	 
(4)語彙知識の統一的・整合的管理のデザイ
ン	 
形態素解析用辞書、国語辞典、シソーラス、
格フレーム、Wikipedia など、様々な語彙知
識を統一的に語彙データベースとして管理
する枠組みを構築した。日本語の処理で問題
となる単語区切りについても、語彙データベ
ース内で管理し、また、各エントリに代表表
記を付与することにより、表記の揺れ(例:	 
コンピュータグラフィックス	 =	 コンピュー
ターグラフィクスなど)を解消することがで
きる。そして、形態素解析と句認識の結果に
語彙知識を埋め込む枠組みをデザインし、構
文解析や省略解析などの様々な言語解析時
に参照することや、検索・翻訳などのアプリ
ケーションでの利用を可能にした。	 
	 
(5)述語項構造に基づくテキスト含意認識シ
ステムの構築	 
テキストと仮説を述語項構造単位で扱い、テ
キストと仮説間のマッチングをとる含意関
係認識システムを構築し、NTCIR-9 の RITE タ
スクに参加した。テキスト・仮説の構文構造
を解析し、述語項構造の集合として表現し、
また、テキスト・仮説間のマッチングには国
語辞典や Wikipedia、Web コーパスから得ら
れた語句の同義や上位下位関係を利用した。
BC(二値分類)、MC(多値分類)、EXAM(大学入
試タスク)、RITE4QA(質問応答タスク)に参加
し、それぞれ 0.55,	 0.48,	 0.66,	 0.89 の精
度を達成した。	 
	 
(6)日本語固有表現解析の精度向上	 
任意の名詞句に対する固有表現の解釈と、ボ
トムアップに最適な固有表現の解釈を行う 2
段階の機械学習を用いる固有表現解析器を
構築した。素性には固有表現解析で標準的に
用いられるものに加え、Wikipedia から獲得
された語彙知識を利用した。日本語固有表現
の評価として広く用いられている CRL コーパ
スを用いて実験を行ったところ、既存の研究
を上回る精度を達成することができた。	 
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